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大気汚染調査報告

（第 2報）
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I はじめに

秋田県では，県企画開発部の計画に基づき昭和

：・4P l年 7月より大気汚染調査の一環として，秋田

}市の重点個所 6地点を選定し，降下ばいじん及び

t：●亜硫酸ガス測定を実施致しておるが．既に大気汚

‘染調査報告第 1報としてその測定結果を報告して

来たが•本報告はそれに続くもので，昭和ヽ 2 年

1月から l2-月までの 1カ年間の測定結果をまと

めたものである。

調査期間中 7月から新たに秋田市の主要部分に

亜硫酸ガス測定装置4地点を追加し，計l0地点

において調査を継続実施しておる。なお本調査は

秋田県衛生科学研究所が担当実施した。

n 調査地点とその概要

(•:1) 測定地点

地点番号 測 定 地 点
地上からの

調 査 項 目 摘 要高 さ

金足農業高等学校
. A- 3. 5,14 降下ばいじん

J16. l 
B- 1. 4, m 二酸化鉛法によるイオウ酸化物

困立工業高等専門学校
A-12 m 

爪 2 B-14.Sm  II ? 

秋田市立土崎中学校
A-1 3 m 

爪i 3 
B - • 1. 4,皿 ’‘ 

成i 秋田市立外旭川中学校
A-

4 
B- l. 5皿 イオウ酸化物のみ

爪 秋田県衛生科学研究所
A-1  3 m 降でばはじん5 
B-14.5m イオウ化物

A-1 8 皿

" 116. 6 秋田県立南高等学校
B-1鉱 5m 

イオウ酸化物のみ
測定開始

爪 'I 秋田県（県庁） B-2 o m 
7月

秋田共済病院 B- 2 m ’‘ ” 屠； 8 

秋田市立築山小学校 B- 1. 5皿 ” ” 爪 ， 
秋田経済大学（女子寮） B-14.5m II ” /16. l 0 

註：地上から高さの項で A 降下ばいじん B ィオウ酸化物
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図 1
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_(2) 地点別概要

図 1 の調査地点図に示すように•地点116: 1～瓜

までは昭和4,1年 9月～ l2月までの測定地点

同一場所であり，116.'1～瓜 l0までの測定地点

昭和ヽ 2年'1月カモJ斤たに追加した場所である

地点の地域の特性，ならびに周囲の状況は次の

おりである。

L 秋田県立金足農業高等学校（秋田市金足追

・分字海老穴）

奥羽本線追分駅より北に約 1Kmはなれたところ

に位置し，広々とした農閲に包まれた校舎である

西側グラソド直ぐ近くには，男鹿線男鹿行きの電

車が走つており，比較的閑散とした場所である。

瓜＆．秋田国立高等工業専門学校（秋田市飯島字

長山下）
ヽ
：！ 秋田市の北端にあり国道 1号線より東に約20 0 

五入った閑静な件I,ヽに位置し，今の所近接地域に

＂定の汚染発生源はないが，これより西に約 2Km

ー，行った所に秋田臨海工業造成地があり将来工業地

帯の一部として発展する趨勢にある。

116. 3. 秋田市立土崎中学校（秋田市寺内将軍野）

奥羽本線土崎駅より東に 20 0皿地点に位置し．

南へ5oom下った所には，日本国有鉄道土崎工場

がある。また西方約 2Kmはなれて日本海がひらけ

直ぐ近くに，秋田港の貨物発着場があり海外より

の輸送連絡機関として増々発展する段階にある。

'~.. 秋田市立外旭川中学校（秋田市外旭川八幡

田）

旧秋田市郊外にあり，西方約い00m地点に秋田

操車場がある。近接には汚染発生源はなく附近一

体が田圃である．

116. 5. 秋田県衛生科学研究所（秋田市千秋明徳町）

秋田駅から西に徒歩で約 l0分位はなれた場所

で東北東約500m地点には千秋公園があり，南側

約 1o omの地点一帯は秋田市目抜通り商店街で

最近は殊に自動車交通量が増加した。

116. 6 秋田県立南高等学校（秋田市仁井田潟中島）

羽越本線羽後牛島駅より，東南に約soomはな

れたところで，秋田市中心街の南端に位置してい

る•校舎東側すぐ近くに国道 1 3号線バイバスが
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通つており貨物輸送の動脈となっている。また，

北西約 2Km地点には茨島工業地帯の 1画がある。

底？． 秋田県（県庁） （秋田市山王り丁目）

県庁は市街地の西端日本海沿岸より， 8Kmの所

にあり，県庁を中心に官庁掏造成の途上にある。

11G. 8. 秋田市築山小学校（秋田市楢山南新町）

秋田市の中心部に当り，周囲一体が住宅地であ

る。近接地域に、汚染発生源はない。

II69． 秋田共済病院（秋田市新屋松美町）

市の郊外にあり，この先西方約goom行った所

に秋田空港がある。

昭和 86年 10月国体開催を開設された第 8種空

港で，現在，日本空輸及日本国内航空によって，

東京，札幌及び大阪•秋田に就航され，中央との

経済文化の交流に大きな役割を果している。

116. 10 秋田経済大学（女子寮） （秋田市茨島1

丁目）

市の南端に位置し，近接には秋田市茨島工業地

帯があり，秋田港から旧雄物川沿いの茨島まで広

がる臨海工業地帯には，石油，肥料，非鉄金属。

パルブ工場等が立ち並び，秋田市工業の中心地帯

を形成している。

I 調査の方法

1 降下ばいじん

a降下ばいじん計 英国規格

b設置場所 建造物屋上・または庭國

0試料採取 月始めに採取専用のボリ瓶に試

料を傾写し，運搬する。

d試料分析 英国理工学研究局編•大気汚染

測定法に準ず

成績結果値はton/k吋／月に換算

2 二醸化鉛法による．ィオウ酸化物

a 百葉箱ー外形 2l虚 X21cmの木箱にプリ

キ板で， 3虚間隔の通風孔をつけたものであ

る。

b 設置場所 地点番号1f6.L.jf62.Jf6.8.

A65．Ao.6の各地点は降下ば
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いじんと同一場所である。但

しJ161とJf63の地点は降下ば

いじんの設位は屋上で，イオ、

ウ酸化物装置を庭園に設置し

た。

C二殴化鉛 ワーレンスプリングラボラトリ

ー製，英国 D• l'l •I•R 棚準品

d布 サンフオライズ・ブロード U0 

番を使用

e試料採取 月始めに円筒交換

:f試料分析 英国理工学研究局潤，大気汚染

測定法に準ず。

成績結果値はSo3:m<J/1oocm•圧02 ｀日として

示す。

『調査成績

，薗

i 降下ばいじん調査

地点別 lヵ年の平均値は表 1の降下ばいじん量

歎値で示した通り•最高は•地点116. 5 の（衛生科

学研究所） 7．7 9トン／．km2•月であり最低は地点

116. 2 （国立工粂高等専門学校）の4.10トン／即m2.

月であった。降じん最月別平均値を表 2に示した

が，最高は 3月の 15.8 0 トン／k吋•月とな外に高

い成絞を示した。各地点とも 3 月が多く•これは

当月 27日～ 28日にかけ発達した低気圧が秋田

沖を通過し叩正も多く平均風速が気が1/sと砧く

各地点において砂じんを捕集したものと思われる

各地点の降下ばいじん設の経月変化の状況を図 2

～図 3に示したが，各地点とも多少の変勁はある

が，大体昨年（昭和 4 1年 9月～ l 2月まで4ヵ

月間）と同程度であった。但し地、知f63（土崎中

学）の ll月分総豆が他の地点と比較すると、か

なり高い値いを示し•殊に So4 イずノの 7.2 9トン／

Km2/‘月，Oaィずノの 3.2 3トン／mn2／月と異常に高い

値いを示したのが注目される。

又図 4～図 5に降じん量の総平均値と，地点別

降じん量総量の昨斯との比較を示したが，Ao.1 I 

.t162,If65,.t16.6いづれの地点も昨期より、今期

の値いが多少低くなっているが平均値では若干の

差位で，ほとんど変動がなく・全測定地点を通じ

その平均値が l0 トン／即七侑以下であり•他県の

測定報告に比較するとかなり低い値いであると考

える。

各地点ごとの測定成績を，表3～表 7に示した。

表 1 降下ばいじん量（月別平均値）
ten／函／

測 不溶解性成分 溶 解 性 成 分
定 降雨量
番 PH  総量 クー 灼熱 灼熱 イオ ン＇
号
m;, 小計

ル分
灰分 小計 灰分

減 減 硫酸 カルシウム ク「ール
.. 

AG.1 8654, 4.8 5, 6 0 2.8 3 0.2 8 O.? 0 1.8 0 299 1.8 2 1.44 0.4, 9 
•一

0.0 S 0.7 0 

A2  7600 4,,8 4.1 0 1.6 l 0.1 9 o. 2 6 1.15 2. 8 3 1.6 5 1.19 0.49 '.-0.lO 0. ? l 

11G. 3 634,8 4.8 7.~ 5 2.2 9 0.1 9 0. 4 7 l,ll 3 4,. 9 6 1.5 l, 3.4, 4, 1.5 5 0. 7 2 0.91 

.JI6 5 108'18 5.2 7. 7 9 4.1 2 o. 3 5 0.8 8 2. 9 0 3.6 6 1.9 5 1.8 0 0. 8 7 • 0.17 0. 7 6 

/Iii 6 7784, 4. 5 6.0 7 3.0 2 0.2 4 0.4'4, 2.2 9 3. 0出 1.2 l 1. 8 2 1.18 o.z 6 0.7ク

平均iI 8254, 4.8 2 6.2 0 2.7 7 0.2 5 0.5 5 1.95,I 3.1,5 1.5 2 L93 0.9 l 0.2 5 o. 7 6 
， 

一
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表 2 降下ばいじん最（月別平均値）

月
降雨戯 I 
I 

P H, 
皿必

り！j
. 

1月！い828 5 0 

；訂ー・ロ｛•一“
月
一
月
一
月
『
月
一
月

3

4

5

U

7

 

94じ0

9520 

2812 

、~590

2020 

8月I141so 

9月

＇ 

10月！

--→ 
11月i
． 

12月！
I 

7040 

13300 

10220 
I 

11940 i 

不溶解性成分 溶解性成分
総最口--------・----・-__.--·—-----—••----

7.2 2 i 2. 

ロ
5 a ; 
--+ 

ー・一今 ―. 3 9 ! 

; ; I 4. 1 1 1 | 
叩］一巴竺
5. 3 ! 5. 49 i 4. 8 5 

言二3こ竺
3.30~03'. L2ll 0.821 O.H 

：：l □□王1已□］。40| 256 

0. 3 9 | °. 2 2 
i 

0.19 ¥ 1.69 
: --

0. 7 1 | 1. 5 5 

表 3 降下ばいじん測定成績 工業―高等専門学校
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月 I1' 総 I I-小--↑計 溶解性成分i 溶 解 性 成｀分

別 最 I I·—吟灼熱減灰分 1 小計 1 灼熱減灰分硫酸イカ9レ：ウムに，：
1月 1.os1 2.36 o.. 13 o.os 2.1sl 4.7_2! 2.54 2.2s 0.11 0.12! o.58 

2月 3.6 9 2. 0 9 •- 0. -1 •2 I o. 6 1 —1. 3 6 i 1. 6.0 ! 0. 6 6 ← o. 9 4, 0. 6 7 I 0. 0 7 0. 5 6 

3月 8.7 2 3. 3. 9 0. 3 8 0.1 9 2. 8 2 5. 3 3 2. 7 8 2. 5 5 0. 8 9 0. 0 6 0. 2 9 

4月 3.8 4 1. 3 5 0.1 9 0. 0 9 1. 0 7 2. 4 9 I 0. 4 5 2. 0 4 0. 5 8 0. 0 1 0. 1 5 
ート•

5月 2.0 1 0. 9 1 0.1 2 0. 0 9 I 0. 7 0 l. 1 0 0. 8 7 0. 2 3 0. 4 8 0.1 0 0. 2 7 

6 月 2.~.3 1.13 -o.oo 0.22[ o.s2 l.50 1.14, o.36 0.4.9 o.oa o_.29 

7月 3.9 5 ―̀ 3. 4, 0 0. 2 9 0. 3 9 I 2, 7 2 o. 5 5 O. 3, 3 O. 2 2 O. 2 4 0. 0 l 0. l l 

8月 3.0 l 0. 2 ? 0. 0 2 O. l 3 i O. l 2 2. ?. 5 2. 2 0 O. 5 0 0. 2 2 0. 0 ? O. 2 5 

9月 3.2,9 1. 0 7 0. 1 4, 0. 2. 9 0. B 4, 2. 2 2 1. 3 7 0. 8 5 0. 5 9 0. 4 5 0. 2 2 

10月 6.0 0 1.4.-1 O. 6 l 0. 2 4 0. 5 6 4,. 5 9 2. 8 2 1. 7 7 O. 3 3 0. l 6 1. 5 6 

11月 2.3・8 0.62 0.08 0.53 0.()1 1.76 1.16 0.60 0.09 0.14, 1.50 

12月 6.7 3 l. 3 5 0. 2 1 O. 3 4, O. 8 0 5. 3 8 3. 5 0 1. 8 8 0. 6 1 0. 0 3 2. 7 5 

い平均 4.1 0 l. 6 1 O. 1 9 0. 2 6 1. 1 5 : 2. 8 3 1. 6 5 1.1 9 O. 4 9 0. 1 0 0. 7 1 
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表4 ・降下ばいじん測定成績 土崎中学，校

総 1 不＇ 溶解性成分 溶 解 性 成
―-

月 | 分

I 

抵 小計 lI tP--.ル分灼熱減灰分 小計 灼熱減 灰分
イ オ ン

別 I 硫酸 1ヵルシウムク←；

1月 6.3 2 2.2 6 0.14 0.111 1.9 8 4.0 6 1.5 0 2,5 6 0.6,7 0.10 0.9 8 
ー―•

2月 10.68 2.0 2 0.1 4, 0,6 V 1.21'8.V II 1.2 l 7. 5 5 5.0 0 1.9 0 o.u 9 

3月 ll.5 2 4.5 9 0.2 7 0.4 0 3. 9 2 6. 9 8 2,4, 0 鉱58 1.4 0 1.5 l o.u 

4月 5. 9 9 8.8 0 0.2 9 0.1 9 2.8 2 2.11 9 0.14 2.5 5 0.7 1 0.0 l -0.18 
I 

5月 2. 7. 2' 1.2 4, 0.1 0 0.5 9 o. 5 5 1.4 8 1. Z 5 0.2 8 0.81 o.o 8' 0.2ヽ

6月 2.2 i 0.5 9 0.0'I 0.4, 6 0.0 6 Lt18 1,16 0.5 Z 0.4, 4, 0.0 Z 0．ヽ 8

7月 6. 9 3 6.2 1 0.12 1.13 4,.9 6 0.7 2 0.5 8 0.14 o.a 5 o.oヽ 0.13 

8月 5.9 a 0.2 6 0.009 0.11 0.14 3,3 6 0. 7 8 2.tl 3 0.2 4 0.0 7 1.6ヽ

9月 ?. 4, 41 2.S 5 0.14, 0.5 9 1.6 7 5. 0 9 1. 7 2 3.3 7 0.5 6 )_1 3 '' 0.2 6 

io月 4. 51 1.'l l 0,5 0 0 4, 5 0.7 6 2.8 0 1.7 2 1.0 l¥ 0.1 5 0.5 l 2.0 8 

11月 15. 80 0.5 5 0, 19 0.2 3 0.1 a 15.25 2.2? 12.92 7.2 9 3:2 3 1.2 2 

12月 9.2 9 2.4 8 0.8 3 0. 6 7 1.4 8 6.81 3,5 0 3.3 l 1.0 5 0.12 2.6 5 

平均 7.4 5 2.2 9 0.1 9, o.• 7 1.6 8 4.9 6 1.5 1 3.4, 4f I 1.5 5 0.7 2 O.!l l 

表 5 降下ばいじん測定成績 衛生科学研究所

月 総 不溶解性成分 溶 淋 性 成 分

小計 1灼熱減

i 
オィ ン

別 量 小計 クール分 灼熱減 灰分 灰分
硫酸 カIレンウム クロール

1月 8.0 4r 2.8 2 0.3 3 1. 0 7, 1.41 2 5.2 2 3.7 0 1.5 2 L 14' 0.19 0.4, 7 

2月 7.91 5. 2 3 0.2 3 L2 6 3.7 4 2.6 8 0.7 8 1.9 0 1. 31 0.3 Z 0. 7 6 

3月 28.87 17.39 1.0 4 L36 14.99 ll.+8 3. 41 0 8. 0 8 2.1 6 0.8 l 0.18 

4月 4.10 2. 9 8 0.2 9 0.2 6 &4 8 1.12 0. l 3 0.9 9 1.0 4, 0. 0 1 0.13 

5月 4,.4, 5 2. Z 5 0.24, 0.4 8 1.5 8 2.20 1.6 II 0. 5・4, 0.8 7 0.2 0 0.2 3 

6月 7.6 7 5.10 0.2 5 0.6 1 鉱24, 2.5 7 1.9 8 o;5 9 0.7 5 O.E+ 〇． ~8

7月 3.3 8 2.6 2 0.21 1.1 0 1.41 0 o. 7 6 0.5 7 0.111 o.u 0.15 0.17 

8月 4.2 7 2.0 l o.s 2 0.24, 1.41 5 2.2 6 o. 5 6 1. 7 0 0.4, 5 0.11 0.3 9 

9月 1. 9 8 0.9 7 0.1 4, 0.14, o. 6 7 1.0 1 0.4 7 0.5 4, 0.3 8 0.1 8 0.16 

10月 6.7 5 2.7-・2 I o.s 4, Ll9 0.99 9 4.0 8 2.7 5 1.2 8 0.5 0 0.16 1,6 5 

11月 6、22 2.115 o.z 5 1.4 Z 0.9 2 3.5 7 1.3 0 2.2 7 0.8 l 0.10 1,80 

12月 11.81 2. 7 2 0.31 1.4,ヽ o. 9 9 ?.07 5. 0 41 2.0 3 LO 0 o.o 6 2.7 8 

平均， 7.7..9, I 4..12! 0.35, 0.88 2.9 0 3. 3 6 1.9 5 1.8 0 0.8 7 0.17 0.7 6 
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，・表 6 降下ばいじん測定成績 金足高等農学校

4月 総 不溶解性成分 溶 解 性 成 分

I I イオン
別 量 小計ター必｝ 灼熱減 灰分小計灼熱減灰分 硫 酸
,: カルシウム クロール

I 

1月 ~.6 8 L7 9 0.4 a 0.0 9 1.2 7 5.8 9 8.8 g 2.0 0 0.6 4, I ， o.o 9 0.6'2 

↓ .2月 血g0 2.9 1 0.1 0 1. 7 5 LO 6 1.9 9 0. 8 6 1.1 3 0.6 7 0.0 5 0.9 2 

；・旧月
15,59 9.8 5 0. 9 5 O.ll l 8.Z 9 5. 7 4, 1.7 8 8. 9 6 0. 84, o.o 7 o.z 0 

991ヽ月 4.3 4, 1.8 8 0.1 5 0.2 5 1.4 8 2.46 0.0 Z 2.4, 4, 0.5 8 不検出 0.14, 

5月 5．4, 6 土14 0.1 0 l.Z Z 2.8 2 1.3 2 0.2 l 1.11 0.5 S 0.0 8 0.19 

• 6月 8.H 7 2.2 6 0.1 a 0. 8 3 1. 3 0 1.4'l 1.0 l 0,4, 0 0．4, 8 0.0 4, 0.3 1 

,',7月 7.11 6.6 8 0.141 2. 7 8 3.B l o.4 a 0.1 9 0.2 4, 0.1 5 0.0 8 0.1 l 
5―;,'8月 1.9 0 0.5 5 0.2 3 o.u 0.18 1.3 5 0. 3 3 L02 0.3 3 0.0 1 0.2 3 

p沿，．、9月 1.6 2 0.8 3 0.0 9 0.2 4, 0.5 0 o. 7 9 0.2 9 0.5 0 0.2 7 0.0 Q 0.16 

c 憑;,=;10. 月 4.12 o. 7 3 0.21 0.16 0. 3 6 8.8 9 2.12 1.2 7 0.2 9 不検出 0. 9 T 

::11月 3.91 0.9 S o. 7 l 0.7 5 0.11 2.9 8 1.2.1 1.7 7 0.5 6 不検出 2.0 l 

lll月 6.91 1.412 0.1 9 0. 7 3 0.5 0 5. 4 9 4.0 0 1.4 9 0.5 6 不検出 2.5 S 

平均 5.6 0 2.8 0 0.2 8 0. 7 0 1.8 0 2.7 7 L3 2 1.44 0.4, g I ， 0.0 3 0. 7 0 

表7 降下ばいじん測定成績 南高等学校

月 総 不溶解性成分 溶 解 性 成 分

I I I ィ ォ ン
別 量 小計ターJ冴灼熱減灰分 小計 灼熱減 灰分

硫酸 カル^ンウム クロ—Jレ

1月 7.0 l 3.0 9 0.1 S 0.5 7 2. 8 9 8.9 2 l.4 ? 2.415 3.3 0 0.3 4, o. 7 6 

2月 6.5 a 3.9 3 0.15 1.9 7 1.8 l 2.110 0.8 0 1. 8 0 1.1 2 0.2 2 0.7 2 

8月 l傘30 7.2 4 0.4 9 0.5 0 6.2? 7.0 6 2.8 0 公ヽ ？ 6 1.5 6 0.1 8 0.2 6 

4月 4.9 6 2.44 0.1 g 0.4, 7・ 1.7 8 2. 5 2 o. 0 5 2.4 ? 0.8 8 0. 0 l 0.1 8 

5月 5.9 2 4.19 0.1 2 0.1 5 8.9 2 l. 7 3 1.0 1 0. 7 2 0.9 l 0.12 0.3 2 

6月 5.0 6 2.9 7 0.1ヽ 0.2 5 2.5 8 2.0 9 1.8 2 0.2 7 0.8 l 0. 0 5 0.5 2 

7月 6.0 9 5,8 6 0.12 0.4 2 4.8 2 o.? 8 0,2 5 o.ヽ 8 0.4, 0 0.0 9 o.o 9 

8月 と55 0.9 9 0.141 ・ol .a 2 0.5 8 3.5 6 1.1 8 2.3 B 0.4, 7 0.0 7 0.2? 

9月 2.1 8 1.10 0.15 d.o 1 0.9 4, LO 8 0.5 8 0. 5 0 0.4 0 0.1 S 0.8ヽ

10月 `4 4 l.6 9 0. 5 9 0.0 4, 1.0 6 2.'f 5 1. 8 8 0.9 2 0.6 2 0.14, 2.2 0 

11月 3.1 9 0.1 0 0.4, 9 0.2 0 0.0 l 2.4, 9 0.7 5 1. 7 2 0.6 2 0.0 8 1.2 2 

12月 8.6 6 2.6 1 0.22 0.4, 2 1．心？ 6.0 5 2,,5 9 3.4, 6 8.1'8 1.8 0 2.0 8 

平均 6.0 7 3,0 2 0.2 4, 0.414, 2.2 9 3.0 4 1.2 l 1.8 Z 1.18 0.2 6 0.7 4 



｀
 

-192 -

図 2
降下ばいじんの経月変化（地点別） to11/KrnYJ.l 
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図4 地点別降じん量総量（平均仙）

単位：トン／んmゾ月
l () 

5
 

10 

5
 

.No. 3 
ふ 5

ふ l
J¥lo. 6 

.No. 2 

注：測定期間昭和42年 1月～12月

図 5 ・ 地点別降じん量総量の咋期との比較

単位：トン／km2／月 （平均値と総平均値）

平均値

一口i19召：uu:：打年
Ko. 3 

平均値

注．．測定期間は昭和41年 9月～12月まで

の4ヵ月間と昭和42年 9月～12月まで

の4ヵ月間の平均測定値である。
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2 二酸化鉛法によるイオウ酸化物調査 によって，各地点の年間平均値を評価すると，地

点116.6の0.83 邸凸喝／100叫•丑巧•日で最高で，

測定地点別 l 力年の S02 ・測定成績は•表 8 に示 以下順追つて行くと•地点,1;i 1 0の0."'1ll<j.地

す通りである。最高値は地点j{66の 2.63803 1ll<J/ 点版7の0.5 711,凡地点116.5の O.41ll凡地点,16,lの

lOOc1A• ~巧•日で，最低は地点116. lの不検出であ o.s 3呼，地点II62の 0.22叩，地点116.3の0.22

った。地点別平均値でもやはり，最高は地点屈 6 C 咤•地点/68 の 0.21 叩，地点／64 の 0.1 3叩，最

（南高等学校）の 0.83 SOs呵／lOOd・圧02• 日で 低が，j{69で 0.llOO81ll9/100叫・只つ29日であり

あり，最低は，116.9地点（秋田共済病院）の0.11 いづれも 1.0叩未満の軽微な汚染度，又はそれ以

SO3呵／100叫•Pto 2 •日であった。 下であった。

各地点の測定値経月変化を，図 6～図？に示 Lた

が•地点船． l ～地点r16. 5までの月々の変化は少＜

大体昨期と同ボ準である。地点116.6は月々の変動

も著明であり，量的に昨年の約 50佑増加Lてい

るのが注目される。

汚染度
sos畷／100直：邸2・

地点別平均値の昨期との比較を図 8に示したが

新地点/67とJ16.l 0の2地点は比較的高い値いを

示したような傾向にあるが，こ上で，川崎市衛試

寺部先生の圧02法による，1)02汚染度の評価表

汚染第1度

＇、第 2度

，、第3度

、1 第4度

II 第5度

0. 5以上

1.0江

2. 0以上

3. 0以上

4. 0.tl.1:. 

表 8 亜硫酸ガス測定成績

単位： S03 叩／100~ • Pl:o2 •日

―`!J  
1月I2月 3月 4月 5月 6月 7月I8月 9月

金足農業高校 o. 220 ・0.162 2,,047 1.161 0.050 0.006 0.011 0.186 不検t1:.

工業高等 0.16? 0.432 0.240 0.263 0.207 o.o初 0.034, 0.192 0.098 
専門学校

土崎中学校 0.209 0.010 0. 840 0.180 0.195 0.031 0.070 0.186 0.091 

外旭川中学校 0.101 0. 144, 0.134, 0.387 0.148 0.039 故障 0.235 0,009 
,, 

衛生科学 0.977 0,5?0 &485 0.874 o.250 0,090 0.171 0,186 0.141 
研究所

南高等学校 0.507 0.4.52 0.403 2. 6 82 ‘0; 205 0,131 L841 0:262 O.li5 

秋田県 0,063 l.8•29 0.163 0,191 
（県庁）

築山小学校 ＇ ：一 o.o磁 0.064 0.174. 0.、003

秋田共済病院 0.077 o. 058 0.105 0.091 

秋田経済大学 0.4,80 0.866 0. 315 0.625 

Hの値

1. 0未満

2. 0未満

3. 0未満

4,. 0未満

10月 11月

0.018 0.086 

O. 878 0.480 

0.177 0.206 

0,105 0.115 

0.297 0.464 

L612 0.784, 

0.578 0.924, 

0.()95 0.193 

0.137 不検出

0.649 1.897 

評 価

軽微な汚染

中等度の
汚染

やや高度の
汚染

高度の汚染

非常にの高汚度染

12月 乎均

0.082 0.335 

0.215 0.228 

0.4,24, 0.225 

0. 061 0.134 

0.364, 0.401 

L596 0.88,; 

0.781 0.5?5 

0.939 0.213 

0.850 0.117 

0,911 0.749 

~ 

ー、
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図 6 二酸化鉛法によるイオウ酸化物量の経月変化（地点別）
単位 S03 叩／／の叫 •Pb02 ・日
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地点別平均値の昨期との比較

so,呵／／ OO dt •Pb02 •日
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図9 年間月別乎均風速値

Eニコ新池点 15 I m/B 
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b猛

v気象． r条件：
秋田地方気象台の調査資料に基づき，月別平均

風速及び，風向頻度を図 9～図 llに示した。 1

~2月は冬型の気圧配置のため，平均風速， 6.2

3/sと年間を通じ最つとも強く，風向はほとんど

NW, WNW の風であるが； 3月の後半より 4月

に入ると風向も変り， ESの風と NWの風とが折

半された状態となり，いわゆる典型的春型の天候

になり，気混の上昇も顕著になるが，また反面突

風が強く平均最大風速1.28m/sと，年間を通じ 1

月につぐ強風となっている。

4月以降は比較的風も弱く平玲風速も 2.5m/s前

後と割合おだやかになる。風向も大体 ESE~SE

の風向が多くなっているが，総体的に秋田の風向

はSEの風が圧倒的に多いことが解る。



図 10 風 向 頻 度
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VI結語

降下ばいじん量及び，亜硫酸ガス量を昨年と比

したが，月によって若干のばらつきがあったが，

年間乎均成績値に於いては殆ど大差なく寧ろ降じ

ん盤に於いては，昨期より多少下廻った感じであ

る。降下ばいじん最を総体的に観察しますと， 3

月の異常砂塵捕集を除いては，冬期間は高く，夏

期に入るに従って低い値いを示す傾向にある。

これは各工業，商業，家庭に到るまでの冬期暖

房の燃料使用蓋が増加する事と関連されるのでは

ないかと考えられる。

全地点を通じて年間平均成績値が， 10トン／炉12/

月以下であり，北海道室蘭市の最低 10トン～最高

7 0トン以上あり又，札幌の年間乎均成績値が 22. 

6 6トン／即124うに比較し，かなり低い値いである。

亜硫酸ガス濃度に於いても，川崎衛試・寺部氏の

只 2法による S％汚染度の評価表に比較すると

いづれも1.0叩未満の軽微な汚染度又はそれ以下

で他の都市に比して全般的に著しく低い値いであ

り，従って本市に於ける汚染度は，現在のところ

問題とすべきものがない。この調査は今後も継続

して行われるものであるが，企画開発部総合調飽

課の多大な御援助，並びに，気象観測資料を御提

供くだされた，秋田地方気象台の方々に深謝する

次第である。
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